
令和６年度
第１回東毛地区人権教育指導者研修会

主催 群馬県教育委員会 共催 東毛地区人権教育推進連絡協議会 邑楽町教育委員会

【講 演】

【実践発表】

「板倉町の人権について」
板倉町人権教育推進委員会 委員長 森田 義昭 氏
板倉町教育委員会事務局 生涯学習係 赤石 紗依 氏

多様な性ってなんだろう？
～すべての人にとって安心・安全な地域づくり～

NPO法人 ReBit 三戸 花菜子 氏

令和６年度第１回東毛地区人権教育指導者研修会が８／２０（火）に邑楽町役場３階大会議
室で、東毛地区の各市町人権教育組織員、社会教育関係者、学校教育関係者、福祉部局関係
者を対象に実施されました。実践発表では、板倉町における人権教育の実践について発表
していただきました。
講演は、「性的少数者の人たち」の人権をテーマにLGBTQSOGIに関する基礎知識や多様
性を尊重した地域づくりについて具体的にお話しいただきました。

【参加者の声】
○講師のパーソナリティーをまず説明いただき、性の多様性を理解するのにスムーズに
移行できた。自分の価値観や理解していた性のあり方がいかに狭く、小さなものあっ
たかを痛感した。

○多様な性についての考え方の幅が広がりました。捉え方は世代の差もあると思うので、
   世代によってはなかなか理解できない場合もあるかと思いますが、これからの時代に
ついて他者を理解する、自己を理解することが大切だと思いました。

○LGBTQの方の子供・若者期、大人期、高齢期、死後、それぞれにおける困り事につい
てや対応の在り方を具体的に教えていただき、参考になった。
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